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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波ドップラ血流計測において、スペクト
ル表示の表示サイズに応じて最適な離散フーリエ変換の
分割点数および変換手法を選択する。
【解決手段】  超音波探触子１によって血流から反射さ
れた超音波信号を電気信号に変換し、位相検波器３によ
って位相検波し、信号処理器５で信号処理し、フーリエ
変換器６で離散フーリエ変換し、得られたスペクトル成
分を表示器７に表示する。このとき表示器７の表示サイ
ズに応じてパラメータ設定器５が最適な離散フーリエ変
換の分割点数を決定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体内組織から反射された超音波信号を受
信する受信手段と、前記受信手段により受信された信号
を位相検波する位相検波手段と、前記位相検波信号によ
り位相検波された信号を信号処理する信号処理手段と、
前記信号処理手段により信号処理された信号を解析する
ためのパラメータを設定するパラメータ設定手段と、前
記パラメータ設定手段により設定されたパラメータを用
いて信号解析を行う信号解析手段と、前記信号解析手段
により信号解析された情報を表示する表示手段とを備え
ることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  体内組織から反射された超音波信号を受
信する受信手段と、前記受信手段により受信された信号
を位相検波する位相検波手段と、前記位相検波手段によ
り位相検波された信号を信号処理する信号処理手段と、
前記信号処理手段により信号処理された信号を解析する
方法を選択する信号解析方法選択手段と、前記信号解析
方法選択手段により選択された解析方法を用いて信号解
析を行う信号解析手段と、前記信号解析手段により信号
解析された情報を表示する表示手段とを備えることを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  前記パラメータ設定手段は前記表示手段
の表示サイズに基づいてパラメータを設定することを特
徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】  前記信号解析手段は離散フーリエ変換お
よび離散フーリエ変換の演算高速化手法である高速フー
リエ変換を用いることを特徴とする請求項２記載の超音
波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、ドップラ血流速度測定
機能を有する超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波診断装置を図５に示す。
【０００３】図５において、血流により体内組織から反
射された超音波信号は超音波探触子３１で電気信号に変
換され、送受信器３２を経て位相検波器３３に入力され
る。位相検波器３３で検波された信号は信号処理器３４
で信号処理されフーリエ変換器３５で高速フーリエ変換
（ＦＦＴ）されて、表示器３６によってパワースペクト
ル表示として縦軸に周波数、横軸に時間、強さ情報を輝
度としてリアルタイムに表示される。超音波診断装置で
は一つのモニタ上でドップラのスペクトル信号と他の超
音波画像を同時に表示することがある。例えば特開平８
－２２９０３５号公報を挙げることができる。
【０００４】また、このような同時表示が行われる場
合、通常の超音波診断装置ではドップラのスペクトル信
号と他の超音波画像を縦に並べるモードや、横に並べる
モードがあり、さらにそれぞれの表示サイズの比率が可
変になっていることがある。
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【０００５】
【発明が解決しようとする課題】以上説明したように、
通常の超音波診断装置ではスペクトル表示の縦軸の表示
サイズは場合によって様々に変化する。このような場
合、ＦＦＴの分割点数が表示サイズの変化に対応せず固
定されていると、例えばスペクトル表示の縦軸の表示サ
イズが１２８ドットであるにもかかわらず、２５６点Ｆ
ＦＴを行うことは非効率的であり、逆に表示サイズが２
５６ドットのときにＦＦＴの分割点数が１２８だと表示
のきめ細かさを欠く可能性がある。
【０００６】また、ＦＦＴは分割点数が２の乗数に限定
されるため、例えば表示サイズが２の乗数でない場合に
はＦＦＴによって得られたスペクトルから表示用のスペ
クトルを推定する必要があり、このような場合正確なス
ペクトル値が得られるとは限らない。
【０００７】本発明は上記問題を解決するものであり、
表示サイズに応じてＦＦＴの分割点数を設定でき、表示
サイズにかかわらず正確なスペクトル演算をより効率的
に行い、表示することができる優れた超音波診断装置を
提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、体内組織から
反射された超音波信号を受信する受信手段と、前記受信
手段により受信された信号を位相検波する位相検波手段
と、前記位相検波手段により位相検波された信号を信号
処理する信号処理手段と、前記信号処理手段により信号
処理された信号を解析するためのパラメータを設定する
パラメータ設定手段と、前記パラメータ設定手段により
設定されたパラメータを用いて信号解析を行う信号解析
手段と、前記信号解析手段により信号解析された情報を
表示する表示手段とを備えることを特徴とする超音波診
断装置である。
【０００９】この構成により、より適したパラメータを
用いて信号解析を行えるという作用を有する。
【００１０】また、本発明は、体内組織から反射された
超音波信号を受信する受信手段と、前記受信手段により
受信された信号を位相検波する位相検波手段と、前記位
相検波信号により位相検波された信号を信号処理する信
号処理手段と、前記信号処理手段により信号処理された
信号を解析する方法を選択する信号解析方法選択手段
と、前記信号解析方法選択手段により選択された解析方
法を用いて信号解析を行う信号解析手段と、前記信号解
析手段により信号解析された情報を表示する表示手段と
を備えることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１１】この構成により、より適した解析方法を用
いて信号解析を行えるという作用を有する。
【００１２】更に、本発明は、体内組織から反射された
超音波信号を受信する受信手段と、前記受信手段により
受信された信号を位相検波する位相検波手段と、前記位
相検波信号により位相検波された信号を信号処理する信
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号処理手段と、前記信号処理手段により信号処理された
信号を解析するためのパラメータを設定するパラメータ
設定手段と、前記パラメータ設定手段により設定された
パラメータを用いて信号解析を行う信号解析手段と、前
記信号解析手段により信号解析された情報を表示する表
示手段とを備えることを特徴とする超音波診断装置にお
いて、パラメータ設定手段は前記表示手段の表示サイズ
に基づいてより効率的にパラメータを設定することを特
徴とする超音波診断装置である。
【００１３】この構成により、表示サイズに基づいてパ
ラメータを設定するという作用を有する。
【００１４】さらに、本発明は、体内組織から反射され
た超音波信号を受信する受信手段と、前記受信手段によ
り受信された信号を位相検波する位相検波手段と、前記
位相検波信号により位相検波された信号を信号処理する
信号処理手段と、前記信号処理手段により信号処理され
た信号を解析する方法を選択する信号解析方法選択手段
と、前記信号解析方法選択手段により選択された解析方
法を用いて信号解析を行う信号解析手段と、前記信号解
析手段により信号解析された情報を表示する表示手段と
を備えることを特徴とする超音波診断装置において、信
号解析手段は離散フーリエ変換および離散フーリエ変換
の演算高速化手法である高速フーリエ変換を用いること
を特徴とする超音波診断装置である。
【００１５】この構成により、離散フーリエ変換および
高速フーリエ変換を用いて信号解析を行うという作用を
有する。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て説明する。
【００１７】本発明の第１の実施の形態の構成を表すブ
ロック図を図１に示す。図１において、本発明の超音波
診断装置は、超音波信号を発振、受信する超音波探触子
１、送受信器２、位相検波器３、信号処理器４、パラメ
ータ設定器５、フーリエ変換器６、及び測定結果を表示
する表示器７を有する。
【００１８】血流により体内組織から反射された超音波
は超音波探触子１で電気信号に変換され、送受信器２を
通して位相検波器３へ入力される。位相検波器３では直
交検波として知られている方法で入力された信号から血
流が流れていることにより発生するドップラ効果成分を
抽出する。抽出されたドップラ効果成分は信号処理器４
でフィルタ処理され、パラメータ設定器５で設定された
パラメータに従いフーリエ変換器６でフーリエ変換され
て、表示器７によってパワースペクトラム表示として縦
軸に周波数、横軸に時間、強さ情報を輝度としてリアル
タイムに表示される。
【００１９】次に、パラメータ設定器５およびフーリエ
変換器６の動作について説明する。
【００２０】パラメータ設定器５は表示器７によって表*
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*示されるスペクトル表示の縦軸の表示サイズＭを表示器
７あるいは外部の入力装置（図示せず）より取得する。
【００２１】例えば、図２（ａ）に示すように、Ｍが２
の乗数（６４，１２８，２５６等）である場合には離散
フーリエ変換の分割点数ＮをＭに設定してフーリエ変換
器６にてＮ点ＦＦＴを行う。
【００２２】また、Ｍが２の乗数ではない場合は、２の
乗数であり、かつＭより大きい整数の中で最小のものを
離散フーリエ変換の分割点数Ｎに設定してフーリエ変換
器６にてＮ点ＦＦＴを行う。このとき得られたＮ個のス
ペクトル成分Ｓ（０）、Ｓ（１）、・・・、Ｓ（Ｎ－
１）からＭ個の表示用スペクトルＤ（０）、Ｄ（１）、
・・・、Ｄ（Ｍ－１）を求める。図２（ａ）に示すスペ
クトル曲線より、例えば（Ｄ）（０）を求めるためにＳ
（０）とＳ（１）間を直線補間すると、図２（ｂ）およ
び（数１）のように一般化して表すことができる。
【００２３】
【数１】

【００２４】（数１）をＤ（ｉ）について解くと（数
２）のように表すことができる。

【００２５】
【数２】

【００２６】
【数３】

【００２７】（但しＭ＞１）

（数１）によって得られるＤ（ｉ）を図で示すと図２の
ようになる。
【００２８】また、超音波診断装置の表示モード切替え
などによりスペクトル表示部の縦軸の表示サイズＭが変
化した場合、パラメータ設定器５は更新された表示サイ
ズＭを再び取得し、同様の方法により分割点数Ｎを再設
定し、表示用スペクトルＤ（０）、Ｄ（１）、・・・、
Ｄ（Ｍ－１）を求める。
【００２９】次に、本発明の第２の実施の形態を説明す
る。
【００３０】本発明の第２の実施の形態の構成を表すブ
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ロック図を図３に示す。図３について図１で付した番号
と同一のものは、同一名称、同一機能であり説明を省略
する。図３において、本発明の超音波診断装置は、超音
波探触子１、送受信器２、位相検波器３、及び信号処理
機４のほか、フーリエ変換の分割点数およびフーリエ変
換の方法を決定するパラメータ設定器１１、高速フーリ
エ変換を行うＦＦＴ器１２、離散フーリエ変換を行うＤ
ＦＴ器１３を有する。
【００３１】図４はパラメータ設定器１１による離散フ
ーリエ変換の分割点数ＮおよびＦＦＴとＤＦＴの切り換
えを決定するアルゴリズムを表している。
【００３２】パラメータ設定器１１はステップ２１にお
いて表示サイズＭが２の乗数であるか否かを判定する。
もし、Ｍが２の乗数であった場合にはステップ２２に進
み、ここで離散フーリエ変換の分割点数ＮがＭに設定さ
れ、ステップ２３でＮ点ＦＦＴが行われ、得られたスペ
クトル成分がステップ２４で表示器７へ出力される。
【００３３】また、ステップ２１で表示サイズＭが２の
乗数ではないと判定された場合には、ステップ２５に進
む。ステップ２５ではＭがしきい値Thresholdより大き
いか否かが判定される。もし、ＭがThresholdよりも大
きいと判定された場合にはステップ２６に進み、第１の
実施の形態と同様に２の乗数であり、かつＭより大きい
整数の中で最小のものを離散フーリエ変換の分割点数Ｎ
に設定してステップ２７でＮ点ＦＦＴを行う。次にステ
ップ２８では第１の実施の形態と同様に（数１）を用い
て表示用スペクトルを算出し、ステップ２４で表示器７
へ出力される。
【００３４】また、ステップ２５でＭがしきい値Thresh
oldより小さいと判定された場合には、パラメータ設定
器１１はステップ２９へ進む。ステップ２９では一般的
に離散フーリエ変換（ＤＦＴ）として知られる以下の
（数４）を用いてＭ点ＤＦＴを行う。得られたスペクト
ル成分はステップ２４で表示器７へ出力される。
【００３５】
【数４】

【００３６】なお、ここでのThresholdの値は操作者が
任意に設定することが可能である。ＤＦＴはＦＦＴに比
べて計算量が多いためプロセッサの処理能力が高い場合
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にはThresholdを大きく設定し、そうでない場合には小
さく設定することが望ましい。
【００３７】また、超音波診断装置の表示モード切替え
などによりスペクトル表示部の縦軸の表示サイズＭが変
化した場合、パラメータ設定器１１は更新された表示サ
イズＭを再び取得し、同様の方法により分割点数Ｎを再
設定し、表示用スペクトルを求める。
【００３８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によればド
ップラ血流計測のスペクトル表示において、表示サイズ
に応じてＦＦＴの分割点数を設定できる。また表示サイ
ズに応じてＤＦＴとＦＦＴを切り換えることも可能であ
るので、より精密なスペクトル演算を効率的に行えると
いう効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の構成を表すブロッ
ク図
【図２】（ａ）表示用スペクトルとＮ点ＦＦＴを表す説
明図
（ｂ）表示用スペクトルの算出方法を表す説明図
【図３】本発明の第２の実施の形態の構成を表すブロッ
ク図
【図４】本発明の第２の実施の形態の動作を表すフロー
チャート
【図５】従来の超音波診断装置を表すブロック図
【符号の説明】
１  超音波探触子
２  送受信器
３  位相検波器
４  信号処理器
５  パラメータ設定器
６  フーリエ変換器
７  表示器
１１  パラメータ設定器
１２  ＦＦＴ器
１３  ＤＦＴ器
３１  超音波探触子
３２  送受信器
３３  位相検波器
３４  信号処理器
３５  フーリエ変換器
３６  表示器
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摘要(译)

解决的问题：根据超声多普勒血流测量中频谱显示的显示尺寸，选择最
佳分割点数和离散傅里叶变换的转换方法。 解决方案：超声波探头1从
血流反射的超声波信号转换为电信号，相位检测器3进行相位检测，信号
处理器5进行信号处理，傅立叶变换器6进行傅立叶变换6。 执行离散傅
立叶变换，并且将获得的频谱分量显示在显示单元7上。 此时，参数设
置单元5根据显示单元7的显示尺寸来确定离散傅里叶变换的最佳分割点
数。
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